
553．661．2：550．8＝622．1　（523．1）

徳島県野々脇書銅硫此鉄鉱幽地質鉱庫調査報告誓

斎　藤　正　次滞

R6sum6

Geology　a，pdl　Ore・deposit　of　No皿owaki

　　Cu翼瞳i£erous　Pyrite］M夏ine，

　　　Tok紬i臓Pτe歓伽鉱

by

M＆satSugu　Sait6

　Th60r¢一deposit　is　of　a　bedded　form　in

crysta11ineschists 段ndislocalizedonade負・
nite　hor玉zon三n　green　schists罫The　grystalline

schists　bear　an　anticlinal　stmcture　with段n

ax1s　pitching　e歌stWards，and　the　ore・deposi・

tion　is　limited　in　the　a誼al　zone　of　the　fold．

　Theshapesoftheore－shootsintheex・
P1・re⑪artsaコでc・mm・nlymuche1・ngated
towa，rds　pitches　which　fall　in　with　the　axi31

dir6ction＄　of　血inor　folds　or　the　trends　of

llnear　＄tructures　seen　on　the　c6untry　rocks．

　From　these　structuraユ　controles　the・ore・

depOS董t，tOO，・ShOUld　COntinUe　mUCh10nger　in

the　pitch（iirection　than　the　strike・side　length

w五ich　is　measured　ne訊rly350meters，＆nd
the　future　deep　Prospecti血gs　are　in　full　of，

promise，as　the　present　exploitation　along　the

pitch　attai亘s　only250meters　at　lengh．Due

to　the　complicated，mi且or　f＆ultings　after　the

ore・deposit1on　the　un（ierground　prospectings

are　habitua11y　troublesome，b口t、careful　sur・

寸eys　of　the　undergroun（1geology　may　exce1・

Iently　serve　to　the　prospectin墓s．

L緒 園

　　　　　　　　お　テ
　野々脇鉱山は徳島県麻植郡中枝村野々脇（5万分の1地、

形図「創山」の内）にあつて，．いわゆる別子式層状含銅　『

硫化鉄鉱床を採掘する。鉄道まで20数kmの長踵離ト

ラツク楡送以外には搬出の方法が無いために，開発がや

』
、
遅れてV・て，現在は千原鉱業株式会社によつて経営さ

れ，従業員100名以上を擁して，月300ton内外の精鉱

　瀬本調査には米軍の好意によつて貸與された空中写眞

　を利用した　一

蝋地質部図幅課長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）（品位Cu3．2％．S44％）を産出している。今回の調査は，
　　　　くのアロ
従来あまり資料が無かつた地質及び鉱床の概況を知るの

を主な目的としたものである。現地調査には昭和26年

1月に約2週間を費し，この間に地表及ぴ坑内の地質鉱

床調査の他に1／6，000地形図の作製を行つた。

　　、1き　　25地　　質　　㎜
　　コニおり
鉱輿附近は，、専ら三波川結晶片岩類によつて構成され

る51
結晶片岩類は鉱山附近で整然とした背斜構造を現わし　・

　　　　　　　　　　　　　　　オてV・る。背斜軸は丁度鉱山を通つて微北東，微南西に走

つて，東に落し，岩層の片理は軸附近では，走向略々N～

S，傾斜一般にE10・》30。，背斜の北翼では走向NW，傾

斜一般にNE30～40。，また南翼』6は走向NE，傾斜一

般にSE30～40。である。』鉱山は東を頂、点1として西に開

いた馬蹄形乃至V字形に走る山稜に囲まれた谷底に位駿

し，そしてこの谷は，鉱山附近から発源して略々直線状

に西流している。この地形は上詑の地質構造と密接な関

係があつて，谷の流路は背斜軸と略々一致し，囲りの山

稜の走る方向は岩層の片理の走向と略々同一である。山’

稜の内側では，斜面は岩層の片理の傾斜と逆で急峻であ

り，岩層が帯状によく露呈されているのに対しゴ山稜が外

側では，斜面は片理面と近似して梢々緩かに外方に傾斜

する。（第1図，断面図A－A’）。調査区域の北東部では

断層によつて構造が乱されてはいるが，ロ大きく概観する

と，この部分でも各地塊は全体として背斜状構造に配置

されている（第1図，1断面図B－B’）。

　背斜の両翼には層位的に相対応する岩層が対称的に分

布するが，岩石の変成状態はとの構造及び層位的の上下

とは無関係であつて，一般に北方匠ど強く，南方ほど弱い。

鉱山附近で下位を占める岩層は二戸附近から鉱山附近ま

でに分布する黒色片岩層であつて，この下部にはかな

り頻繁に薄層の緑色片岩が挾まれ，上部には厚ざ数m以

下の砂岩片岩を多数鋏む層準がある。この岩層より上位

には鉱山附近から周囲の山稜に．亘つて緑色片岩及び黒色

片岩が通常それぞれかなりの厚さを以て互層する（時に

　（1）本調査は昭和25年慶の鉱床探査審議委員会（M
I蘭EAC）の議を経て行われたσ

　（2）　主に鉱業絵態を記述した最近め費料としては昭』

和22年，四国商工局鉱山部撮集「四国鉱山誌」が南るQ
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第1’図義ド野々脇鑛肉地方毒地質図

両者が薄く縞状をなすこ

ともある）。上蓮の各岩　、

層が分布する地域に於け

る変成程度は鉱匡1附近で

中程度と言うべきであつ

て，岩相の差は南北であ

．まり羅著でない。黒色片

岩は光沢の強V・石墨絹雲

母石英片岩であつて微禰

曲が劇しく，緑色片岩は

陽起石・緑簾石・石英、・

曹長石片岩乃至緑簾石・

緑泥石・方解石・曹長石”

片岩（後者には赤鉄鉱の

微粒が集つた紫黒色の縞

を持つことがある）であ
’
る
。
砂
岩
片 岩は強V・片遡

を持つが（吉野川浴いの

標式地の大歩危砂岩片岩

よりも片理が強“），肉眼

で明瞭に砂粒の形跡を残

している。王記の各岩層

には，所々に薄層の石英

片岩が現われ，この内に

は一般に紅簾石を含有す

るが，南の山稜では特有

の小豆色が淡いか叉は微

かであるのに対し，北の

1．Li稜では一見して明瞭な

紅簾石石英片岩を牽する。

　　南翼に於て上述の岩層

　より更に上位を占めるも

　のは，坂丸・江畠・川叉

　附近に欝布し，主に黒色

　千枚岩より成り，薄い緑

　色千枚岩を鋏むもので，

　その内に片理が弱く肉眼

　的に砂岩構造をよく残存

　する片状砂岩及び片理に

　乏しい珪岩を往々含む。

　これに対して北翼に於て

　は，岸ノ宗・穴地・倉羅

1　に亘つて分為する岩層で

　あつて，平板状の片理が

　著しく発達して珪質を帯
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徳，島県野々脇含銅硫化鉄鉱山地質鉱床調査報告（斎藤正次）

びた黒色片岩を主とし，薄V・緑色片岩を挾む。これは更に

北方に向つては数10m間の移過帯を域て遵続的に点紋片

岩類に移り変つている。、本岩層の内に鋏まれる砂岩源叉

は珪質岩源のものは殆んど源構造を失V・，板状の片理が

、強い淡灰色の珪質片岩又は石英片岩で代表されている。

これら南北の両岩層は，分布は連続していないが構成岩

の源岩を想うと両者頗るよく一致し，、層位的には同一の

ものとみなされるが，変成程度には上記のように著しい

差があるbまた紅簾片岩に関しても，北の上位層には極め

て鮮麗なものを産するが，南翼では明瞭なものは稀であるじ

　調査区域では，　点紋片岩類は，　北縁近くにだけ観ら

れ，野々脇鉱床の存在する部分を含めた大部分の地域で
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地質調査所月報（第2雀第7号）

噂　は，大方は無点紋である。平山健技官のr脇町図幅」の

　調査（未発表）によれぼ，北隣地域には広く点紋片岩

　類が分布し，徳島線鉄道南側の山地に東西に点在する高

　越・久宗・東山・広石・持部・折木等の含銅硫化鉄鉱床

　はV・ずれも点紋片岩帯に存在しているという。野々脇鉱

　床はこ．れらとは，層位的にも変成相からも違つた岩帯に

　在るようである。

　　前述のように紅簾石を含む片岩は所々に薄層をなして

　現われるが，その生成は元来変成作用に深い関係がある

　　ものであり，叉分布は散在Lていて貝つ走向にあまり連

　続性はなく∋層位的の鍵暦として取扱うようなことは出

　来そうもない。叉鉱床に近接する附近には分布は無く，

　鉱床との間に密接な関係は認められなV・。

　　各種の結晶片岩とも，片理面上に線構造が一般に明瞭

　であつて，黒色片岩又は千枚岩でや』明瞭でない場含に

　　も微禰曲の軸の方向で代用することが出来，測定は常に

　容易である。線構造は全域を通じて略々東方に10～20。

　　に落すことが多く，ただ北部では殆んど水平のことがあ

　　り，叉は櫨く緩く西に落すとともある。

　　鉱山の稼行に特に関係の深v・のは，山稜の内側の地域

　　である。準精査した結果によると（第2図），この地域

　　には第1図に在るような著しく崇暦に転位ぜしめ或は糟

　　曲構造を乱すような断層は，見当らない。但し小断層は

　　認められ，この程度のものは坑内には多数現われてお

　　り，地表でも精査を進める場合には，なお多数見出され

　　るであろう。

3．鉱 床

坑道及び坑内の地質及び鉱床を第3図に示す6

鉱床は緑色片岩のある一定の層準に胚胎され，片理面

に沿つて層状を呈する。一般には1枚鑓であるが，部

分的には数10cm乃至数mの中石を挾んで2枚鍾のこと

もある。上下盤に錨入れの坑道が少いので観察は限られ

ているが，下盤側と，中石を含めて上盤側とではそれぞれ

の緑色片岩の性状に多少蓮V・があるようである。すなわ

ち下盤のものは緻密で，鐘下では針状の陽起石・紬粒の

緑簾石・少量の緑泥石及び多量のリユーコクシンの條か

ら成る緑色帯に，細かな曹長石及び方解石から成る白

色帯を縞状に少しく鋏むものから成る。上盤側で鉱床に

近接する部分の緑色片岩は，下盤のものよりも梢々珪

質で．，縞目が粗く，緑簾石の黄緑色が強く，糠溝造が明瞭

で，小摺曲に富み，鏡下ではリユーコクシン・緑泥石・や

X粗V・緑簾石から成る緑色帯と，石炭・曹長石・方解石

から成る白色帯が粗く縞状をなしてV・る・上盤測に10．

数m以上を離れると珪質を失い，緑簾石の多い緑簾石緑

泥石片岩になり，『これが厚く分布するσ

　鉱床の下盤側では数mで緑色片岩が絡り，黒色片岩層

となる。鉱床の位置する層準から遠くない所にこの明瞭

な岩層の境があることは，坑内探鉱に有力な指準を与え

る。例えぼ坑内で断層に会》、，その向い側に黒色片岩が

現われることがしぱしぼあるが，この場合上方層準に向

つて探鉱を進めるならぼやがて緑色片岩に達し，更に数

mの上層には鉱体が存在する可能性があるわけである・

　地質の項で述べた背斜構造は，鉱床の発達に重要な影

響を与えてv・る。背斜軸の附近で片理の走向が南北に近

V・部分に’だけ鉱床は発達し，軸を離れて南叉は北の翼に

達し走向が轡曲してNE叉はNWの定常方向になつたと

ころでは，地表にある露頭も劣弱であり，坑内でも鐘勢が

急に弱くなる。この片理の走向が転向する間が鉱床の実

用上の走向延長であつて，約350mである。坑道は現在

既にこれの両端附近に到達し，北の引立附近では鉱床は

ビリ鑓になつて消え失せんとしてV・る。・南は東西14走る

断層で断たれてV・て、その先の探鉱は今後も一応必要で

あるが，（3）但し既に背斜・南翼に移る附近に位置するの

で，走向にあまり大きいものは望み難い。

　鉱床の最下部は第2斜坑で観られ，引続き好況の鉱体

が現われ，鉱床は深部に向つては更に連続する。

　要するに鉱床は，棚曲作用によつて軸附近に生じたい

わゆる鞍状の隙聞に位置を求めて生成されたもので，こ

の隙聞は緑色片岩中で性質を多少異にするものが援する

一定層準に出来たものである。

　鉱床は厚さ10数cmで採掘に価しなV・部分を少なから

ず持つてはいるが，所々で数10cmから最大3mくらV・

まで太つて富鉱体になつている。富鉱体は大体に於て鉱

床の中央部と，北部と，南部との3区に集つている。母

岩の片理に応じて鉱床は局部的に轡曲することがあり，

富鉱床はこのような部分に発達する傾向が窺われるが，

燧かなことは今のところ判つてv・ない。富鉱体の形状

は，確定されたもの或は採掘跡からみて，いず匙も，走

向に短く，傾斜嚴密には落しの方向に著しく長く延ぴて

V・る。富鉱体は糟曲に伴う鞍状の隙聞が特に発蓮』した所

を占めていると考えると．，この形の成立はよく理解出来

　　　　　やる。叉富鉱体中には，硫化物のみから成る高品位の鉱塊

がレンズ状に存在すると、とがあり，これも走向に短く，

　（3）断暦の南側には，本坑地並では旧探掘跡がある

ので，その下部にもある程度の鉱体が期待される02番
坑で少しく探鉱されてはいるが，未だ，思わしい結果を得

ていない。東西断暦にあまり接近し過ぎたところは鉱床

が乱されているおそれがあるので，今後この部分歩ら少
し離れた処塗求めて，2番坑から，また2番坑中段か壱）

探査を試みるのが上いであろう（第3図参照）。
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落しに長V・。富鉱体の落しの方向は母岩の片理の傾斜方

向と嚴密には一致しないで，母岩によく現われている微

禰曲構造の軸方向叉は片理面上の線構造によつて認定す

べきである。

　鉱石は黄鉄鉱及ぴ黄銅鉱の緻密な集合物であつて，塊

状，堅硬である。盤肌は明瞭に母岩と分離され，縞状の

いわゆるガリ鉱は寧ろ少く，鍾幅品位はかなり高V・。鉱

体が厚くないことが多い関係上，採掘粗鉱に，は母岩が混－

入し勝ちであるが，現在行われつつある手選鉱更にジッ

ガー及びテ戸ブルによる比重選鉱だけで，割含簡単に適

当な高品位の精鉱が碍られる。鉱石鉱物としては他に少

童の磁鉄鉱が検せられる。鍾石鉱物としては，緑泥石及

び石英が特に上盤測の緑色片岩中に細脈状叉は交代状に．

現われるが，この母岩の変質は鉱床に極く緩近した範囲

に止まるので，探鉱上の手掛ゆとしては実際上あまり

効果がない。

　坑内では，鉱床生成後の多数の小断層が現われ，これ

によつて地質，鉱康及び窟鉱体は不規則なモザイツク状

に分断されてV・る（第3図）。断層は走向及び傾斜の方

向に一定性はなく，傾斜角度も40。から垂直に近V・もの

まで色々であり，正断層，逆断層又ほや玉蝶番式に部分

によつて落差の違うものがある。性質に何等規則性の無

い断層が頻繁に現われ，探鉱は頗る煩雑にされてはV・る

カ1，しかしながら落差は小は数10cmから大は20mm程

度で，坑内探鉱の続行を事実上困難にするような大きな

ものは出ていない。その上，鉱床の下方近くにある黒色片

岩層が断層の片盤にしばしば現われて，転位関係を指示

し，または断層鷺くで岩層の片理面及び特に鉱床が曳き

ずられて，V・わゆる”drag”を示し，これが正，逆断

層で違つた曲り方をしたり，断層面に鉱石の角礫が掴み

込まれてV、ることもあ．つてっこ浄しらを注意すれば断層鑑

の鉱体の行方を予想し得ることが少くなV・。

4．探査上の慧見

　（1）富鉱体やその内に在る硫化物の鉱塊の形からみ

て，禰曲軸に沿つて発達する鉱床全体も走向延長よりも

落しの方向に長く連続すると信じてよ“。鉱床の走向延

長が約350mであるのに．対してゴ深部の開発は現在落し

に浴つて延べ約250mにしか及んでV・ないので，今後深

部への探鉱が最も緊要であり，希望が抱かれる。地表調

査の結果では，大きな転位を持つ断層は開発ぎれている

場所から遙か東方にしか見当らないので，傑部へ向つて

の探鉱が断層によつて大きな支障を起すおそれは，当分

無v・であろう。

　（2。）、恐らく今後の深部に於ても・現在坑内で観られ

る程度の小断層は頻繁に現われ，探鉱を煩わしくするで

あろ5が，鉱床の層準に近く明瞭な指準があり，断層附

労で岩層や鉱床が曲げられることがある等によつて，断

層先の鉱体の捕捉に手掛りが与えられるであろう。本鉱

床の探鉱には，精密な坑内地質調査と，出来れぼ短距離

の坑内ボーリシグが特に必要であり，有効である。

　（3）背翁勒は鉱山の東方で断層で切られ，その先は

狩倉阻近に検出される。一応の概査の結果ではあるが，

この断層は鉱山側が見掛上落下したものであつて・従つ

て野ル脇鉱床と同一層準は狩倉附近ではそれだけ地表に

班付いているわけであつて，鉱床探査に一沫の希望を抱

き得る。但しこの点については，将来決定的な調査を必

要，とする。

　（4）鉱山附近には単一な背斜構造しかなV・ので，他

の摺曲軸と全く別の鉱床帯を期待することは出来ない。

　　　　　　　　　　　　　（昭和26年6月稿）
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